
                               

 

□  三重小 夏の風物詩 □ 

今年も田植えの季節がやってきました。本校でも、三重小学校区まちづくり協議会の皆様のご協

力のもと、６月１２日に、６年生が田植えを、１６日には、１年生と２年生が芋差しを体験しまし

た。秋の収穫祭に向けて、豊かな実りと子供たちの活躍が楽しみです。 
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  【 学校田での米作りの安全性について 】 

三重川において国の指針値を超える有機フッ素化合物（PFAS）が検出された報道については、子供たちの安全

や収穫するお米への影響を心配されていることと存じます。学校におきましても、子供たちの健康と安全を最優先

に考え、学校田での米作りの安全性について関係機関に確認を行っていますので、その結果をご報告いたします。 

本校の学校田は三重川とは別の水系（シジャク川）から給水されていることを、長崎市農業委員会の三重地区担

当の委員さんに確認いたしました。また、長崎市環境政策課に問い合わせたところ、仮に微量の PFAS が含まれ

る水や土壌であっても、植物の特性として成分は「根」や「葉」に留まりやすく、私たちが口にする「実（米粒）」

の部分には移行しにくい（蓄積されにくい）ことが専門機関の調査・研究から分かっており、これら国が示すデー

タからも、仮に三重川の水が学校田に混入したとしても収穫したお米は安全であるとの回答をいただいています。 

    以上のとおり、学校田及び学校田で収穫したお米の安全性は確認されていますので、今年度も予定通り米作り体 

   験を進めて参ります。子供たちにとって、泥に触れ、命を育てる米作りはかけがえのない大切な学びの機会です。 

今後も市や地域の方々と連携し、安全管理に万全を期して活動を進めて参りますので、ご理解ご協力のほどよろし 

くお願いいたします。 


